
手
指
の
病
気

「
ヘ
バ
ー
デ
ン
結け

っ

せ

つ節
」と「
母ぼ

し指
Ｃシ

ー

エ

ムＭ
関か

ん
せ
つ
し
ょ
う

節
症
」中

高
年
以
降
に
多
く
見
ら
れ
る
手
指
の
痛
み
や
変
形
。

毎
日
の
い
ろ
い
ろ
な
動
作
の
た
び
に
痛
み
や
動
か
し
づ
ら

さ
に
悩
ま
さ
れ
な
が
ら
、「
も
う
年
だ
か
ら
仕
方
な
い
…
」

と
自
己
判
断
で
あ
き
ら
め
て
し
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

対
策
や
治
療
の
選
択
肢
が
増
え
た
今
、
手
指
の
代
表

的
な
病
気
で
あ
り
、
患
者
数
が
非
常
に
多
い
「
ヘ
バ
ー

デ
ン
結
節
」
と
「
母
指
Ｃ
Ｍ
関
節
症
」
に
つ
い
て
解
説

い
た
し
ま
す
。

▼	

ヘ
バ
ー
デ
ン
結
節
と
は
？

「
ヘ
バ
ー
デ
ン
結
節
」
は
、
手
指
の
第
一
関
節
に
腫

れ
・
痛
み
・
し
び
れ
・
変
形
が
生
じ
る
病
気
で
、
40
代

以
降
の
女
性
に
特
に
多
く
発
症
し
ま
す
。

「
結
節
」
と
は
骨
の
コ
ブ
の
こ
と
で
す
。
関
節
の
中

で
骨
と
骨
の
間
の
ク
ッ
シ
ョ
ン
と
な
っ
て
い
る
軟
骨
が

す
り
減
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
始
ま
り
、
関
節
の
す
き
間

が
狭
く
な
っ
て
、ぶ
つ
か
り
合
う
骨
が
徐
々
に
変
形
し
、

関
節
が
コ
ブ
の
よ
う
に
盛
り
上
が
っ
て
目
立
つ
よ
う
に

な
り
ま
す
。爪
の
付
け
根
あ
た
り
に
水
ぶ
く
れ（
ミ
ュ
ー

カ
ス
シ
ス
ト
：
手し

ゅ

指し

粘ね
ん
え
き
の
う
し
ゅ

液
嚢
腫
）
が
現
れ
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

症
状
に
は
個
人
差
が
あ
り
、
同
じ
よ
う
な
変
形
が

あ
っ
て
も
さ
ほ
ど
の
痛
み
な
く
過
ご
し
て
い
る
人
も

い
ま
す
が
、
指
の
動
き
が
悪
く
な
っ
た
り
、
強
く
握
る

こ
と
が
困
難
に
な
っ
た
り
、
さ
ら
に
悪
化
す
る
と
、
痛

く
て
重
い
物
を
持
て
な
い
、
指
先
に
力
を
入
れ
ら
れ
ず

■ へバーデン結節

手指は何をするにもよく使う場所
なので、痛みなどがあると、生活
の質が下がってしまいます。

　指の第1関節（DIP 関節）で骨と骨の軟骨がすり
減って、骨が変形してしまう病気です。

【症　状】
・	人差し指（示

じ し

指）から小指（小
し ょ う し

指）にかけての第	
1	関節（DIP	関節）や、親指（母

ぼ し

指）の第 1関節
（IP 関節）が赤く腫れる、曲がる
・	動かすと痛む、また動かしにくくなる・指が曲がっ
たまま伸びなくなる

・	手をにぎるときに、こわばっているような感じが
ある

・	骨の変形が進むと、爪側の皮膚に水ぶくれのよう
な透き通った出っ張り（ミューカスシスト：手指粘
液嚢腫）が現れることもある

「手 の骨と関 節 図 」は
3P を見てピッ

第１関節が赤く腫れたり曲がったりする

A　へバーデン病図

B

C

関節とつながっているので、ミューカスシス
トは破らないように注意！ （感染があった場
合は、化膿性関節炎になってしまうこともあ
ります。）

A　へバーデン病図

B

C

ちょこっとメモちょこっとメモ
へバーデン結節と同様の病

変が指の第	2	関節（近位指節
間関節：PIP）で	起こるのは「ブ	
シャール結節」といいます。発
生頻度は、圧倒的に第 1関節
に生じるヘバーデン結節が多
く、第 2 関節に生じるブシャー
ル結節はそれほど多いもので
はありません。

A　へバーデン病図

B

C
症 状 が 現 れ た 場 所 によっ
て、呼び名が違います。また、
人によって痛みの強度や症
状は異なります。

原 因 がわからないと
いうことは、誰がなっ
てもおかしくないって
ことだピッ…

注）記事内の各部位の名称は、わかりやすいように一般的に呼ばれている名称で表記しています。

千
葉
県
医
師
会

広
報
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
委
員
会

菅す
が
も
り森	

毅つ

よ

し士	

医
師

監	修
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【治　療】
長年の経過として、曲がったり動かしにくくなりますが、痛みは徐々に無くなっていくことがあります。

保存療法

▶︎

手術療法
患部を安静に保つ（テーピングや装具などで固定）。	
また、痛みが強い場合は消炎鎮痛剤を服用する。

　へバーデン結節に対し、保存的療法で痛みが改善し
ないときや変形がひどくなり日常生活に支障をきたす
場合は、手術を考慮します。手術法にはコブ結節を切
除するもの (骨棘切除・骨膜切除術 )や関節を固定し
てしまう方法 ( 関節固定術 )があります。
　また、なかなか改善されないミューカスシストに対し
ては、粘液嚢腫切除術（袋を切除する手術）が行われる
場合があります。

急性期
・	患部を安静に保つ
・	非ステロイド性消炎鎮痛薬入りの軟膏を塗布する
・	少量のステロイドを関節内に注射する

早 め の 診 断 で、 症 状 に
合った適切な処置が大切
だピッ…

FE
D

FE
D

FE
D

掃そ

う

じ除
が
で
き
な
い
等
、
日
常
生
活
や
仕
事
に
も
支
障
を

き
た
し
ま
す
。

手
指
を
よ
く
使
う
人
が
発
症
し
や
す
い
傾
向
が
あ
り

ま
す
が
、
は
っ
き
り
と
し
た
原
因
は
わ
か
っ
て
い
ま
せ

ん
。
40
代
以
降
の
女
性
に
多
い
こ
と
か
ら
、
女
性
ホ
ル

モ
ン
の
減
少
が
関
係
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

遺
伝
性
は
証
明
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
近
親
者
に
ヘ

バ
ー
デ
ン
結
節
に
な
っ
た
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
な
ら
似

た
体
質
が
あ
る
こ
と
を
考
慮
し
、
中
高
年
以
降
は
手
指

の
関
節
を
酷
使
し
な
い
よ
う
留
意
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

▼	

ヘ
バ
ー
デ
ン
結
節
の
診
断
と
治
療

ヘ
バ
ー
デ
ン
結
節
は
、
年
齢
に
よ
る
も
の
だ
か
ら
仕

方
な
い
と
放
置
さ
れ
が
ち
で
す
が
、
似
て
い
る
他
の
病

気
を
見
逃
さ
な
い
た
め
に
、
ま
た
、
適
切
な
処
置
で
症

状
を
改
善
さ
せ
る
た
め
に
も
、
専
門
医
の
診
断
と
治
療

が
必
要
で
す
。

診
断
の
決
め
手
と
な
る
の
は
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
で

す
。
レ
ン
ト
ゲ
ン
写
真
で
、
関
節
の
隙
間
が
狭
く
な
っ

て
い
た
り
、
骨
が
変
形
し
て
関
節
が
壊
れ
て
い
た
り
、

骨
の
ト
ゲ
（
骨こ

っ

棘き
ょ
く

：
関
節
面
の
軟
骨
が
肥
大
増
殖
し
、

次
第
に
硬
く
な
っ
て
骨
化
し
て
ト
ゲ
の
よ
う
に
な
っ
た

も
の
）
が
認
め
ら
れ
れ
ば
ヘ
バ
ー
デ
ン
結
節
と
診
断
さ

れ
ま
す
。

一
見
、
自
己
免
疫
疾
患
の
一
つ
で
あ
る
関
節
リ
ウ
マ

チ
と
よ
く
似
て
い
る
た
め
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
に
よ
る
画
像

検
査
や
血
液
検
査
を
行
っ
て
し
っ
か
り
鑑
別
し
て
お
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

治
療
は
、
テ
ー
ピ
ン
グ
で
の
固
定
に
よ
る
局
所
の
安

静
や
、
消
炎
鎮
痛
効
果
の
あ
る
薬
に
よ
る
保
存
療
法
が

基
本
と
な
り
ま
す
。
急
性
期
に
は
、
関
節
内
へ
の
ス
テ

ロ
イ
ド
注
射
も
有
効
で
す
。（
※
ス
テ
ロ
イ
ド
に
は
腱

や
軟
骨
を
も
ろ
く
す
る
副
作
用
が
あ
る
た
め
頻
回
使
用

【診　断】
　問診、視診、触診、レントゲン撮影などで関節リウマチとの鑑別をする
ことが大切です。（血液検査などをすることもあります）
・	第1関節の変形、突出、痛みがある
・	X 線写真で DIP 関節の隙間が狭くなっていたり、関節が壊れている
・	骨棘がある	（骨棘：関節面の軟骨が肥大増殖し、次第に硬くなって骨化して「トゲ」のようになったもの）

リウマチや痛 風（偽 痛 風 ）、
感染性関節炎がないことを
確認することが大切です。

発症後数年で、変形は残るものの、炎症
症状や痛みはなくなることが多く、手術療
法に至るケースはあまり無いようです。

親指以外の4本の指がつけ根から小指側
に変形するリウマチ「尺

しゃくそくへんい

側偏位」型
※ この他にスワンネック変形・ボタンホー

ル変形・Z 変形などがあります。

一般の方が間違いやすい病気 「関節リウマチ」との違い
❶ Ｘ線写真で、へバーデン結節は、骨が変形したり骨棘が生じるのに対し、リウ
マチは、骨びらん（骨が溶けた状態）がみられる	❷	関節の腫れ方や腫れている
場所	❸	朝のこわばり症状の違い	
＊	リウマチは第２関節におきやすいですが、	ヘバーデン結節の場合は、指の第１関節です。
リウマチは足首、膝、肩、肘、股関節など全身の関節のどこにでも炎症が左右対称に出
る場合があります。

＊	ヘバーデン結節は初期には関節リウマチと同様に、こわばりなどの症状が出てきますが、
1時間以上続くことは、あまりありません。また、リウマチの場合は免疫異常の病気ですので、
関節症状の他に、体がだるく感じたり、筋肉痛、熱っぽい、食欲がでない、貧血、リンパ節
が腫れる、喉や口の中が乾くなどの症状が発症する場合があります。

【リウマチ図】

2
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は
避
け
ま
す
）

変
形
や
痛
み
が
ひ
ど
く
、
保
存
療
法
で
は
症
状
が
改

善
さ
れ
な
い
場
合
に
は
、
手
術
が
検
討
さ
れ
ま
す
。
手

術
法
と
し
て
は
、
関
節
を
固
定
し
て
安
静
を
得
る
関
節

固
定
術
や
コ
ブ
結
節
を
切
除
す
る
骨
棘
切
除
・
骨
膜
切

除
術
が
行
わ
れ
ま
す
。

▼	

母
指
Ｃ
Ｍ
関
節
症
と
は
？

「
母ぼ

し指
」
と
は
親
指
の
こ
と
で
す
。「
Ｃ
Ｍ
関
節
」

と
は
親
指
の
付
け
根
の
関
節
（「
手
の
骨
と
関
節
図
」

参
照
）
の
こ
と
で
、
こ
の
関
節
が
変
形
し
て
痛
む
病
気

が
「
母
指
Ｃ
Ｍ
関
節
症
」
で
す
。

母
指
Ｃ
Ｍ
関
節
症
も
ヘ
バ
ー
デ
ン
結
節
も
、
ひ
ざ
等

に
よ
く
現
れ
る
「
変
形
性
関
節
症
」
の
一
種
で
、
母
指

Ｃ
Ｍ
関
節
症
も
40
代
以
降
の
女
性
に
特
に
多
く
、
年
齢

が
増
す
ほ
ど
発
症
頻
度
や
変
形
の
程
度
が
増
大
し
ま
す
。

親
指
の
付
け
根
部
分
に
だ
る
さ
や
不
安
定
感
を
感
じ

る
初
期
症
状
に
始
ま
り
、
ビ
ン
の
ふ
た
を
開
け
よ
う
と

す
る
時
や
、
物
を
強
く
つ
ま
も
う
と
す
る
時
な
ど
、
親

指
に
力
を
入
れ
る
と
、
親
指
の
付
け
根
付
近
や
手
首
に

近
い
あ
た
り
に
痛
み
が
走
っ
た
り
、
親
指
が
開
き
に
く

く
な
っ
た
り
し
ま
す
。

進
行
す
る
と
、
親
指
の
骨
の
位
置
が
ず
れ
て
亜あ

だ

っ脱
臼き

ゅ
う

を
起
こ
し
、
親
指
の
付
け
根
部
分
が
出
っ
張
る
よ
う
な

形
に
ふ
く
ら
み
、
安
静
に
し
て
い
て
も
痛
む
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

母
指
Ｃ
Ｍ
関
節
症
の
直
接
の
発
症
原
因
は
、
Ｃ
Ｍ
関

節
の
軟
骨
が
す
り
減
り
、
骨
同
士
の
摩
擦
が
起
こ
る
こ

と
で
す
。

親
指
の
関
節
軟
骨
が
す
り
減
る
原
因
と
し
て
は
、
親

指
の
使
い
過
ぎ
や
加
齢
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
が
、
原

因
が
は
っ
き
り
し
な
い
ケ
ー
ス
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

【症　状】
・	ビンのふたを開けるときや物をつまむときなど、親指を
動かしたり、力を入れる動作をすると痛む

・	親指のつけ根が腫れてきたり、こわばって力が入らない
・	症状が進むと亜脱臼やスワンネック変形になる

【CM関節の病態図例】

手の骨の構造が
どうなっているのか、

見てみましょう！

進 行していくと、CM 関
節の変形が外見からみて
もわかるようになります

利き手に発症しやすいの
かと思ったら、それは関
係ないらしいピッ…

■ 手の骨と関節図

■ 母指 CM 関節症について

　手は、たくさんの骨や関節で成り立っていま
す。前腕と指の骨の間の手の平側にある手根骨
といわれている部分は、8個の小さな骨の総称
です。

　中高年の女性に多く発症します。親指（母指）
に力を入れる作業をすると、親指のつけ根付近
や手首に近いあたりが痛む病気です。

母指（ぼし）：おやゆび
示指（じし）：ひとさしゆび
中指（ちゅうし）：なかゆび
環指（かんし）：くすりゆび
小指（しょうし）：こゆび

医学用語と一般名称

CM関節

IP関節

PIP関節

DIP関節

MP関節

第 1指末節骨

第 2指末節骨
第 3指末節骨

第 4指末節骨

第 5指末節骨　　

有鉤骨

豆状骨

三角骨

月状骨

第 1指基節骨

第 1指中手骨

小菱形骨

大菱形骨

有頭骨

舟状骨

種子骨

第 2指中節骨

第 2指基節骨

ちゅうしゅこつ

しょうりょうけいこつ

だいりょうけいこつ

ゆうとうこつ

しゅうじょうこつ

ゆうこうこつ

とうじょうこつ

げつじょうこつ

まっせつこつ

さんかくこつ

しゅしこつ

橈
骨

尺
骨

と
う
こ
つ

し
ゃ
っ
こ
つ

CM 関節の下の狭いところ
に、８個もの骨が複雑に集
まっているなんて、初めて
知ったピッ

I
J K

L

I
J K

L

I
J K

L

I
J K

L

亜脱臼した骨図 亜脱臼した外観

指の医学用語と一般名称

母
ぼ し

指：おやゆび

示
じ し

指：ひとさしゆび

中
ちゅうし

指：なかゆび

環
か ん し

指：くすりゆび

小
しょうし

指：こゆび　

■■色の部分…手根骨

I
J K

L

母指CM 関節症
の場所

腱鞘炎の場所

【位置図】
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一人であきらめたり、
無理したりしないで

ピッ！

▼	

母
指
Ｃ
Ｍ
関
節
症
の
診
断
と
治
療

診
察
は
主
に
問
診
と
触
診
で
自
覚
症
状
を
確
認
す
る

ほ
か
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
に
よ
っ
て
、
症
状
が
似
て
い

る
腱
鞘
炎
や
リ
ウ
マ
チ
な
ど
の
病
気
と
の
鑑
別
を
行
い

ま
す
。

治
療
の
基
本
は
、
痛
み
と
腫
れ
を
和
ら
げ
る
た
め
の

内
服
薬
や
外
用
薬
、
テ
ー
ピ
ン
グ
や
サ
ポ
ー
タ
ー
な
ど

の
装
具
を
利
用
し
た
固
定
に
よ
る
温
存
療
法
で
す
。

そ
れ
で
不
十
分
な
時
は
、
関
節
内
へ
の
ス
テ
ロ
イ
ド

注
射
を
行
い
ま
す
。
多
く
は
、
そ
れ
ら
の
治
療
に
よ
り

自
然
に
改
善
し
て
い
き
ま
す
。

し
か
し
、
痛
み
や
変
形
の
程
度
が
強
く
、
数
か
月
の

治
療
を
続
け
て
も
症
状
が
改
善
さ
れ
ず
に
日
常
生
活
に

支
障
を
き
た
し
て
い
る
場
合
に
は
、
手
術
が
検
討
さ
れ

ま
す
。

日
常
生
活
に
影
響
を
及
ぼ
す
痛
み
が
長
期
間
続
き
、
患

者
さ
ん
が
手
術
を
希
望
さ
れ
る
と
き
は
、
手
の
専
門
医
等

に
よ
り
手
術
療
法
が
行
わ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
広
範

囲
に
軟
骨
が
摩
耗
し
て
い
る
場
合
は
、
関
節
固
定
術
や
切

除
関
節
形
成
術
、
軟
骨
変
性
が
軽
度
の
場
合
は
、
関
節
を

温
存
す
る
骨
切
り
術
等
が
検
討
さ
れ
ま
す
。

手 指の 痛みが 続いたら、
早めに整形外科にご相談
ください。 早期発見早期
治療が、今後の人生の助
けとなります！

【診　断】
問診・触診・X 線検査
親指のつけ根に腫れがあり、押すと痛む。また、親指をひねるようにすると強く痛む。
手首の母指側の腱鞘炎（ドケルバン腱鞘炎）※やリウマチとの鑑別が大切。	※ 3P 左下の位置図を参照

ステージⅠ レントゲン上での問題はみられない

ステージⅡ 関節の隙間が少し狭くなり、骨
こ つ こ う

硬化
か

が少しみられる

ステージⅢ 関節に隙間がほとんどなくなり、骨硬化や骨棘がみられる

ステージⅣ 完全に関節の隙間がなくなり、骨棘の形成もみられる

【治　療】
・	なるべく患部を動かさないように、安静を保つ
・	消炎鎮痛剤入りの内服薬や外用薬を使用する
・	テーピングやサポーター、CM 関節保護用の
軟性装具（固定装具）をつける

・	温熱療法　　　
・	関節内注射　　など ▶︎

よくならない場合は、手術療法を検討する
［軟骨の摩耗が進行している場合］
・	関節固定術、切除関節形成術（大菱形骨の
一部を摘出して、靱帯を再建する）など

［関節の摩耗が比較的軽度の場合］
・	骨切り術（第一中手骨の形状を
骨切りによって変え、関節に加
わる力の方向を正常に近づけ
る）など　　　　
	 これらの術式が検討されます

発症初期には、母指球（親指付け根の
手のひらのふくらんでいるあたり）の
だるさや不安定感をうったえる方が多
いです。

進行すると、日常生活に大きな
支障が出てきて不自由さが増え
てしまうピッ…
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